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１ 業務概要 

１－１ 件   名 ： 老朽管布設替工事（その○）の実施設計 
 
１－２ 履行場所 ： さいたま市○○区□□町▽－▽外○か所 

 
 
１－３ 履行期間 ： 令和○○年○月○日から令和○○年○月○○日 

 
１－４ 業務内容 ： 開削工法         延長  ○，○○○ｍ 

配水支管 φ２００ｍｍ        ○○○ｍ 
                 φ１５０ｍｍ        ○○○ｍ 
                 φ１００ｍｍ        ○○○ｍ 
 
１－５ 契約金額 ： ○，○○○，○○○円（税抜き○，○○○，○○○） 

 
１－６ 発 注 者 ： さいたま市水道局給水部○○○○○○課 

            担当監督員  ○○ ○○ 
            電話：０４８－７１４－○○○○ 
            ＦＡＸ：０４８－８３２－１３１０ 
 
１－７ 受 注 者 ： 株式会社 ○○設計 

            〒○○○‐○○○○ 
            埼玉県さいたま市○○区○○町▽▽ 

電話：○○○‐○○○‐○○○○ 
            ＦＡＸ：○○○‐○○○‐○○○○ 
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１－８ 位置図 
位置図 Ｓ＝Fｒｅｅ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 実施方針 

 ２－１ 業務目的 
本委託は、老朽化した配水支管の更新工事として、さいたま市○○区□□

町▽－▽外○か所に新設配水支管を布設するために必要な各工区の設計図

等を作成することを目的とする。  
 
２－２ 業務実施方針 
    契約図書や打合せ等で要求されている内容を正確に把握し、安全性、施工

性、経済性を考慮した設計を提案し、成果物の品質管理に最善を尽くす。 
 
２－３ 設計条件等の確認 

     設計図書及び初回打合せ協議により確認する。 
・浦老‐○は、下水道工事が予定されているので施工に際しては、工事時

期の確認が必要である。 
・浦老‐▽は、都市計画道路さいたま○○線は、令和○○年度に道路工事

が竣工したため、掘削抑制期間の確認が必要である。 
 
２－４ 貸与資料等の確認 

     業務に必要な書類等を貸与（借用）するときは、借用書兼受領書を作成し

提出する。 

浦老‐□ 
浦老‐○ 

浦老‐▽ 
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２－５ 実施手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手順例 

第１回打合せ 
・業務内容及び設計条件等確認 

資料収集 

現場調査 

線形計画、構造計画 

中間打合せ 
・設計図面等の承認 

数量計算書作成 

占用申請関係書類作成 

設計方針の照査 

最終打合せ 
・成果物等の協議 

納 品 

設計内容の照査 

成果物の確認 

概略設計（設計業務成果概要書）の作成 

数量計算書の照査 

概略設計（設計業務成果概要書）の提出 

概略設計（設計業務成果概要書）の照査 

設計図面の作成 
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２－６ 実施方法 
（１）資料収集、現場調査 

・他企業埋設物管理図や既設水道管竣工図、現況平面図、給水管竣工図を

入手し整理する。 
・上記資料調査で不明な埋設物や現場環境等も含め現場調査を実施する。 
・資料調査は、道路計画や未施工の計画埋設物についても可能な限り入手

する。 
・基準点等を調査する。 

（２）概略設計 
     ・上記資料及び現地調査を踏まえ、新設水道管の平面線形、縦断線形及び

付属施設（仕切弁・消火栓等）の配置計画を作成する。 
     ・仮設配管等が必要な箇所については、施工方法や仮設管口径についても

検討する。  
     ・以上の計画を設計業務成果概要書としてまとめ、担当監督員（各設計担

当者）に提出し承認を得る。 
（３）図面作成 

     ・設計業務成果概要書及び担当監督員（各設計担当者）からの指示事項等

を勘案して設計図面を作成する。 
（４）数量計算書 

     ・設計図面を基に積算に必要な数量計算を行い、数量計算書としてまとめ

る。 
     ・設計積算システム入力用の数量計算書を作成し、電子データで提出する。 

（５）占用申請関係書類作成 
    ・占用申請書類を作成し、必要部数を提出する。
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３ 業務工程表 
件 名   

 
 
      計画工程……… 赤色(上段）     住所 

実施工程……… 青色(下段）     氏名 
 

履行場所  

履行期間 
 

業務委託料       円（税込み金額のみ記入） 

NO 業 務 内 容 4 月 
10 20 

5 月 
10 20 

6 月 
10 20 

7 月 
10 20 

8 月 
10 20 

9 月 
10 20 

10 月 
10 20 

11 月 
10 20 

12 月 
10 20 

1 月 
10 20 

2 月 
10 20 

3 月 
10 20 備考 

１                                      
                                     

２                                      
                                     

３                                      
                                     

４                                      
                                     

５                                      
                                     

６                                      
                                     

７                                      
                                     

８                                      
                                     

９                                      
                                     

                                      
                                     

 

業務工程表（計画） 
 
凡例 受注者 

付
3
-
7 
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４ 現場組織計画 
技術者 

   ・管理技術者 ○○ ○○ 
   ・照査技術者 □□ □□ 
   ・担当技術者 ▽▽ ▽▽ 
 
 
５ 打合せ計画 

発注者との協議は、第１回打合せ、中間打合せ、最終打合せの計３回を基本と

する。ただし、発注者又は受注者が協議を必要とする場合は、その都度協議する。 
（１）第１回打合せ 

    ・契約締結後速やかに行う。 
    ・業務実施にあたり、業務内容、貸与資料等の借用、提出書類、納品物な

どの確認をして発注者の要求を正確に理解するために行う。 
    ・設計業務に係る基本的な設計条件等について協議する。 
（２）中間打合せ 

・設計業務成果概要書に基づき設計図面について協議する。 
（３）最終打合せ 

・成果物について協議する。 
 
 
６ 成果物の品質を確保するための計画 
６－１ 業務記録 

打合せ計画で行う協議内容は、その都度業務記録に明記し、速やかに担当

監督員（各設計担当者）に提出する。 
 
６－２ 照査計画 

     成果物の品質を確保するため、以下のとおり照査を実施する。 
（１） 設計方針の照査 

     設計方針、各種設計基準、貸与資料等、現地調査結果、関連機関との調整、

設計条件等を確認する。 

 

（２） 設計業務成果概要書の照査 

     監督職員が提示する技術資料等に基づき、設計業務成果概要書が作成され

ているか確認する。 

 

（３） 設計図面の照査 

     設計業務成果概要書に基づき、設計図面が作成されているか確認する。 

 

（４） 数量計算書の照査 

     設計図面と数量計算書（切管集計表、土量計算書等）の整合性を確認する。 

 

（５） 成果物の確認 

   ① 業務記録簿等は、業務経過を記録しているか。 
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② 照査業務手順のとおり照査・検査が実施されているか。 

③ 成果物は、発注者の要求を満足し、必要部数が準備されているか。 

④ 成果物に対する照査技術者の所見等。 

 

７ 成果物の内容、部数 
  （１）設計図電子データ（ＣＡＤ、ＰＤＦ）   各工区 CD-R ○枚（原図含む） 

（２）設計図面（Ａ○版）（原図より出力）    各工区○部 
（３）数量計算書              各工区 CD-R ○枚 

        （発注者指示による） 

（４）道路占用等申請関係書類        １式 

（５）その他調査資料            １式 
※ 部数は、特記仕様書により確認する。 

 
８ 使用する主な図書及び図書 
  （１）水道施設設計指針○○○○           ：（社）日本水道協会 

（２）水道施設耐震工法指針・解説 ○○○○     ：（社）日本水道協会 
（３）さいたま市水道局水道施設（埋設管路・推進工） ：さいたま市水道局 

設計業務等委託標準仕様書            令和○○年○月版 
（４）監督職員が提示する技術資料等 

 
※ その他必要とされる設計指針・図書はすべて記載し、使用する技術基準等は、

最新の技術基準及び参考図書並びに特記仕様書に基づいて行うものとする。 
    なお、使用にあたっては、事前に監督職員の承諾を得ること。 
 

９ 連絡体制（緊急時含む） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さいたま市水道局給水部 
○○○○○○課 

監督員 ○○ ○○ 
０４８－７１４－○○○○ 

株式会社 ○○設計 
管理技術者 ○○ ○○ 

○○○－○○○－○○○○（職場） 
○○○－○○○○－○○○○（携帯電話） 

○○警察署 
０４８－○○○－○○○○ 

○○消防署 
０４８－○○○－○○○○ 

○○病院 
０４８－○○○－○○○○ 
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※〇〇〇〇〇〇委託業務に関する緊急時の連絡先 

 

① 発注者（委託者）連絡責任者（さいたま市） 

責任者 
所属名 

〇〇水道建設課 

役職 

課長 

氏名 

〇〇 〇〇 

時間帯 

勤務時間 

連絡先 

庁内 

電話番号等 

上記以外 連絡先 電話番号等 

補助者 
所属名 

〇〇水道建設課 
役職 

氏名 

〇〇 〇〇 

時間帯 

勤務時間 

連絡先 

庁内 

電話番号等 

 

上記以外 連絡先 電話番号等 

 

 
上記２名に連絡不通の場合の

連絡先 

連絡先 庁内 電話番号等： 

連絡先 FAX 電話番号等： 

連絡先 E-mail アドレス等： 

 

 

② 受注者（受託者）連絡責任者 

責任者 
会社名部署名 

〇〇設計㈱ 

役職 

 

氏名 

〇〇 〇〇 

時間帯 

平日日中帯 

連絡先 

社内 

電話番号等 

上記以外 連絡先 電話番号等 

補助者 
所属名 

 
役職 

氏名 

〇〇 〇〇 

時間帯 

平日日中帯 

連絡先 

社内 

電話番号等 

 

上記以外 連絡先 電話番号等 

 

 
上記２名に連絡不通の場合の

連絡先 

連絡先 社内 電話番号等： 

連絡先 FAX 電話番号等： 

連絡先 E-mail アドレス等： 

 
※緊急時の連絡以外の目的での利用を禁止する。 
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10 使用する主な機器 
本業務に使用する設備は以下のとおりとする。 

  ・土木設計用汎用ＣＡＤ「○○○○」 
 
 
11 その他 
（１）安全管理 

・自動車の安全運転及び運行管理の徹底 
・現場調査従事者への安全管理の徹底 

   ・用具の点検及び災害防止の徹底 
（２）品質管理 
（３）環境配慮 
（４）個人情報の管理 
（５）行政情報の流出防止対策 
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老朽管布設替工事（その○）の実施設計 
 

 

 

照 査 報 告 書 
 

 

 

 

 

 

 

令和○○年○月 
 
 

株式会社 ○○設計 

                  

作 成 例 
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１ 照査実施計画 

１－１ 照査計画 
    本業務の実施及び成果物についての照査・確認を次により行い、所定の精

度を確保する。 
実施時点 目  的 内  容 

設計条件の確認 設計方針の照査 設計方針、各種設計基準、貸与資料、

現地調査結果、関連機関との調整、設

計条件等の確認する 
設計業務成果概要

書作成後 
設計業務成果概要

書の照査 
監督職員が提示する技術資料等に基

づき設計業務成果概要書が作成され

ているか確認する。 
設計図面の作成後 設計内容の照査 設計業務成果概要書に基づき設計図

が作成されているか確認する 
数量計算書作成後 数量計算書の照査 設計図面と数量計算書（切管集計表、

土量計算書等）の整合性を確認する 
成果物等の協議後 成果物の確認 １－３参照 

１－２ 照査報告 
    本業務の照査内容は、別添当社設定のチェックリストで報告する。 

 
１－３ 成果物の確認 
    成果物の確認は、以下の内容について行う。 

（１）業務記録簿等は、業務経過を記録しているか。 
（２）照査業務手順のとおり照査・検査が実施されているか。 
（３）成果物は、発注者の要求を満足し、必要部数が準備されているか。 
（４）成果物に対する照査技術者の所見等 

 
１－４ 照査担当技術者 
    本業務の照査担当技術者は、以下の者が実施した。 
    ・照査技術者：○○支店○○部  ○○ ○○ 

 
１－５ 照査実施場所 
    ○○支店で実施した。 
    株式会社 ○○設計 

     〒○○○‐○○○○ 
     埼玉県さいたま市○○区○○町▽▽ 

電話：○○○‐○○○‐○○○○ 
     ＦＡＸ：○○○‐○○○‐○○○○ 
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２ 業務手順 

 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１回打合せ 
・業務内容及び設計条件等確認 

資料収集 

現場調査 

線形計画、構造計画 

中間打合せ 
・設計図面等の承認 

数量計算書作成 

占用申請関係書類作成 

設計方針の照査 

最終打合せ 
・成果物等の協議 

納 品 

成果物の確認 

手順例 

概略設計（設計業務成果概要書）の作成 

数量計算書の照査 

概略設計（設計業務成果概要書）の提出 
概略設計（設計業務成果概要書）の照査 

設計図面の作成 
設計内容の照査 
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チェックリスト一覧表の例です。 

自社で定めたチェックリストがある場合は、監督職員の承認を得て使用することができる。 

３ チェックリスト 

３－１ 設計方針の照査 
照 査 項 目 チェックの要・不要 確認の有無 特記事項 

１ 設計方針 要 ・ 不要 □  
２ 各種設計基準 要 ・ 不要 □ ・水道施設設計 

・監督職員が提示

する技術資料等 
３ 貸与資料等の確認 要 ・ 不要 □ ・別添の借用書兼

受領書(写)による

確認 
４ 現地調査結果 要 ・ 不要 □ ・写真による確認 
５ 関係機関との協議内容確認 要 ・ 不要 □  
６ 設計条件   ・監督職員が提示

する技術資料等 
（１）管の埋設位置、土被り 要 ・ 不要 □  
（２）管種、口径 要 ・ 不要 □  
（３）管継手、伸縮継手 要 ・ 不要 □  
（４）管路の付属設備 要 ・ 不要 □  
７ 地質、地形条件 要 ・ 不要 □  
８ 施工条件 要 ・ 不要 □  
９ 環境対策の検討 要 ・ 不要 □  

 
照査日：令和○○年○月○日 確認日：令和○○年○月○日 

照査技術者 管理技術者 
○○ ○○  □□ □□  

 
３－２ 設計業務成果概要書の照査 

照 査 項 目 チェックの要・不要 確認の有無 特記事項 
１ 案内図 要 ・ 不要 □ ・設計業務成果概

要書による確認 ２ 設計概要 要 ・ 不要 □ 
３ 既設状況図及び施工手順 要 ・ 不要 □ 
４ 配管図 要 ・ 不要 □ 
５ 断面図 要 ・ 不要 □ 
６ 給水管現況図 要 ・ 不要 □ 
７ 断水範囲図 要 ・ 不要 □ 
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３－３ 設計内容の照査 

照 査 項 目 チェックの要・不要 確認の有無 特記事項 
１ 設計図    
（１）案内図 要 ・ 不要 □  
（２）工事概要表 要 ・ 不要 □  
（３）給水管現況図 要 ・ 不要 □  
（４）給水工事取付替工一覧表 要 ・ 不要 □  
（５）給水取付替標準図 要 ・ 不要 □  
（６）平面図 要 ・ 不要 □  
（７）断面図 要 ・ 不要 □  
（８）道路復旧図 要 ・ 不要 □  
（９）縦断図 要 ・ 不要 □  
（10）配管図 要 ・ 不要 □  
（11）配管詳細図 要 ・ 不要 □  
（12）仮給水工事概要表 要 ・ 不要 □  
（13）仮給水平面図 要 ・ 不要 □  
（14）仮給水配管図 要 ・ 不要 □  
（15）構造物等の詳細設計図 要 ・ 不要 □  

 
照査日：令和○○年○月○日 確認日：令和○○年○月○日 

照査技術者 管理技術者 
○○ ○○  □□ □□  

 
３－４ 数量計算書の照査 

照 査 項 目 チェックの要・不要 確認の有無 特記事項 
１ 数量計算書 要 ・ 不要 □ ・設計図面との整

合性を確認 
２ 設計計算書（構造計算書） 要 ・ 不要 □  

 
照査日：令和○○年○月○日 確認日：令和○○年○月○日 

照査技術者 管理技術者 
○○ ○○  □□ □□  

 
 

照査日：令和○○年○月○日 確認日：令和○○年○月○日 
照査技術者 管理技術者 
○○ ○○  □□ □□  
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３－５ 成果品の確認 
照 査 項 目 チェックの要・不要 確認の有無 特記事項 

１ 設計図電子データ 
（ＣＡＤ，ＰＤＦ） 
 ※原図含む 

要 ・ 不要 □ ・設計図書による

確認 
         

２ 設計図（Ａ○版） 
  （原図より出力） 

要 ・ 不要 □ 

３ 数量計算書 
（発注者指示による） 

要 ・ 不要 □ 

４ 道路占用等申請関係書類 要 ・ 不要 □  
５ 照査報告書 要 ・ 不要 □  
６ その他調査資料 要 ・ 不要 □  

 
照査日：令和○○年○月○日 確認日：令和○○年○月○日 

照査技術者 管理技術者 
○○ ○○  □□ □□  
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発注業務の約款について 

 
１ 約款の種類 

  発注業務の契約書に添付される約款は以下のとおりである。 
（１）さいたま市水道局設計業務等委託契約基準約款 
（２）さいたま市水道局業務委託契約基準約款 
 
２ 発注業務別による約款の適用標準 

発注業務 適 用 約 款 
概略設計※１ さいたま市水道局業務委託契約基準約款 
詳細設計(実施設計) さいたま市水道局設計業務等委託契約基準約款 

※１ 概略設計は、ルート選定、工法等の概略検討を目的とし、契約の成果物を基に工

事を発注しないため、さいたま市水道局公共工事等前金払取扱要綱第２条の『建設

工事に伴う設計、調査及び測量の業務委託』に該当しないので、約款に前金払の規

定のない、さいたま市水道局業務委託契約基準約款となります。 
『建設工事に伴う設計、調査及び測量の業務委託』とは、契約の成果物を基に工事

設計書を作成し、工事を発注する業務をいう。 
 
３ 関連法令 

（１） 地方自治法施行令附則 
【第７条】 

地方公共団体は、当分の間、公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭和二十七

年法律第百八十四号）第五条の規定に基づき登録を受けた保証事業会社の保証に係る

公共工事に要する経費については、当該経費の三割（当該経費のうち総務省令で定め

るものにつき当該割合によることが適当でないと認められる特別の事情があるときは、

総務省令で定めるところにより、当該割合に三割以内の割合を加え、又は当該割合か

ら一割以内の割合を減じて得た割合）を超えない範囲内に限り、前金払をすることが

できる。 
（２）さいたま市水道局契約事務規程（平成２２年４月１日施行） 

【第１４条（前金払）】 
地方自治法施行令附則第７条の規定により、保証事業会社の保証に係る公共工事に

要する経費については、別に定めるところにより※２前金払をすることができる。 
※２ さいたま市水道局公共工事等前金払取扱要綱（平成２３年４月１日施行） 

   【第２条（前金払の対象）】 
前金払の対象となる経費は、契約金額が１件３００万円以上の建設工事並びに建設

工事に伴う設計、調査及び測量の業務委託に要する費用とする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいたま市水道局水道施設（埋設管路・推進工）設計業務等委託標準仕様書 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

平成２４年 ４月 １日初 版 発 行 
平成２５年１０月 １日改定版発行 
平成２８年 ４月 １日改定版発行 
平成３０年 ４月 １日改定版発行 
平成３１年 ４月 １日改定版発行 

   令和 ２ 年 ４月２２日改定版発行 
   令和 ３ 年 ４月 １日改定版発行 
   令和 ３ 年 ４月１９日改定版発行 
   令和 ３ 年 ７月１９日改定版発行 
   令和 ５ 年 ４月 １日改定版発行 
 

編 集  さいたま市水道局 
発 行  さいたま市水道局給水部水道施設建設課技術管理係 

           〒３３０－８５３２ 
           さいたま市浦和区常盤６－１４－１６ 
           ℡ ０４８－７１４－３０９９ 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 


